
課長名

■ □ R2 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 □ 無

□ 有 ■ 有

福井米体質強化事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 農林水産部

県1/2 法 定 受 託 事 務

課名 福井米戦略課 松本　伸江

事業主体 福井県経済農業協同組合連合会、福井県農業協同組合
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

政　　策  〔 5　農林水産業の力でふくいをブランドアップ

［解決すべき問題・課題］

　・近年の輸送業界の担い手不足から、米袋での輸送が敬遠されており、米出荷に遅れが生じている。
　・輸送コスト高騰による生産者負担の増加や実需者からの要望に対して適時に輸送できないことにより、福井米の評価低下につながる。

［事業目的］

　米袋の輸送コストの高騰に対応するため、効率的な輸送システムの構築に対し支援し、農家の所得向上を図る。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 2　成長を創る（産業力）
関連する県の計画等 〔 ふくいの農業基本計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 R4

補助率

（実績） （役割分担）　　　　　 2　土壌保全調査事業

1　福井米の販売先確保と価格を維持するための販売促進活動
2　福井米の収量・品質を向上させるための土壌状況の把握

市町との連携状況 他県の状況

　○生産者の手間と輸送コストの低減
　　・フレコン集荷の推進
　　・生産者から米卸業者まで一貫した米袋パレット輸送の実施

［受益者］ 県内米生産者 ［想定される受益者数］ 18,000人

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名 1　福井県産米販売強化事業



課長名

■ □ R2 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

40,000

40,000

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

そ の 他

福井米体質強化事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 農林水産部 課名 福井米戦略課 松本　伸江

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 R4

補助率 県1/2 法 定 受 託 事 務

事業主体 福井県経済農業協同組合連合会、福井県農業協同組合
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算
事業
開始
年度

当 初 予 算 額 の 推 移 30,000

令和２年度の実績を基に、単価および導入数量を計画から減少２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３年度 令和３年度予算額の増減理由

予算額 30,000 30,000

成果指標
生産者の所得向上
（億円/年）

(目標) (1.77)

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

資材費低減効果、労務費低減効果等の合計額

実績

(1.77)

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

共通フレコン10,000袋、共通パレット4,000個を導入した。
令和2年度の実績を基に、単価と導入数量を従来計画から
減らし、予算額を圧縮する。

□ 拡充

活動指標
(目標)

数値による目標値設定が困難

実績

見直し額

□ 継続 □

■

△ 10,000

縮減

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し

休止 □ 完了



課長名

■ □ H30 年度

□ 経過年数 年度

□ ■ 4 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

九頭竜川下流域水資源利活用推進協議会負担金

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 農林水産部

定額 法 定 受 託 事 務

課名 福井米戦略課 松本　伸江

事業主体 九頭竜川下流域水資源利活用推進協議会
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

政　　策  〔 5　農林水産業の力でふくいをブランドアップ

［解決すべき問題・課題］

　北陸新幹線福井・敦賀開業が予定され、本県への注目度が高まる中、時期を逸せずに九頭竜川下流域で生産される農産物を県外消費者・実需者に売り込む必要があ
る。

［事業目的］

　九頭竜川パイプライン受益地区で生産された高品質・良食味な米や園芸作物を県内外に広くＰＲし、生産拡大や販売促進につなげる。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 2　成長を創る（産業力）
関連する県の計画等 〔 ふくいの農業基本計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 負担金 補 助 金 R5

補助率

（実績） （役割分担）

市町との連携状況 他県の状況

　○消費者対象の収穫・見学ツアー
　　・直売所、量販店等で受益地農産物購入者にツアー応募券を配布し募集

　○実需者（バイヤー・料理人等）対象の生産現場を巡るツアー
　　・参加者が特に興味のある施設や農産物を集中的に見学するオーダーメイド型

　○県外量販店等でのＰＲ
　　・催事スペース等に受益地農産物の特設売り場を設置し、生産者等がＰＲ

　○ＳＮＳ・雑誌等を利用した情報発信、家庭での特産品調理・試食企画
　　・雑誌等でパイプライン、特産品をＰＲするとともに、家庭での調理企画参加者を募集等

［受益者］ ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名



課長名

■ □ H30 年度

□ 経過年数 年度

□ ■ 4 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

5,000 5,000 5,000

5,000 5,000 5,000

5,000 5,000

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

そ の 他

九頭竜川下流域水資源利活用推進協議会負担金

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 農林水産部 課名 福井米戦略課 松本　伸江

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 負担金 補 助 金 R5

補助率 定額 法 定 受 託 事 務

事業主体 九頭竜川下流域水資源利活用推進協議会
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算
事業
開始
年度

当 初 予 算 額 の 推 移 5,000

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３年度 令和３年度予算額の増減理由

予算額 5,000 5,000

成果指標
(目標)

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

数値による目標値設定が困難

実績

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

ロゴ入りグッズを作成し、都市圏量販店やふくい農林水産まるごと
フェスタ等で配布・ＰＲした。

これまで以上に県外へのＰＲを充実するため、消費者およ
び実需者（バイヤー・料理人等）向けのツアーを実施す
る。

□ 拡充

活動指標
(目標)

数値による目標値設定が困難

実績

見直し額

■ 継続 □

□ 縮減

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し

休止 □ 完了



課長名

■ ■ H27 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 7 年

〕

〕

［事業内容］

□ 無 □ 無

■ 有 ■ 有

「いちほまれ」生産対策事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 農林水産部

― 法 定 受 託 事 務

課名 福井米戦略課 松本　伸江

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

政　　策  〔 5　農林水産業の力でふくいをブランドアップ

［解決すべき問題・課題］

　・令和3年産から担い手以外の農家も「いちほまれ」生産者となるため、指導対象が増加
　・品質重視で生産する意識の醸成

［事業目的］

　「いちほまれ」を全国トップクラスの評価を得て生産拡大していくため、技術課題を短期間で解決する指導体制を整備する。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 2　成長を創る（産業力）
関連する県の計画等 〔 ふくいの農業基本計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R4

補助率

（実績） （役割分担）

・10系統から1系統（いちほまれ）を選抜
・栽培マニュアル作成
・H29年度　生産者131名、栽培面積120ha、生産量600t

「いちほまれ」の知名度向上を目指した販路確保・ＰＲ対策

市町との連携状況 他県の状況
・山形県　山形「つや姫」「雪若丸」ブランド化推進事業
・富山県　「富富富」生産振興対策事業

　○高品質・高付加価値・高信頼性を満たす生産拡大
　　・ブランド評価確立調査圃の設置
　　・生産者自らが施肥管理を判断できる生育診断チャートの作成、生産工程管理簿の配布
　　・いちほまれ生産推進大会の開催
　　・生産圃場看板の配布
　　・生産力を養う技術研修会の開催

［受益者］ 水稲生産者 ［想定される受益者数］ 1,120経営体

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名 「いちほまれ」トップブランド確立事業「ポストこしひかり」生産対策事業



課長名

■ ■ H27 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 7 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

6,254 23,447 22,652 20,068

6,254 18,595 12,127 7,668

6,155 14,405 11,988

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(600) (3,000) (4,000) (5,000)

600 3,000 4,000 5,000

(25) (40) (40) (60)

25 40 40 60

「いちほまれ」生産対策事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 農林水産部 課名 福井米戦略課 松本　伸江

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算
事業
開始
年度

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R4

補助率 ― 法 定 受 託 事 務

前年度までの
主な増減理由

平成30年度～令和2年度の3年間、特別栽培を拡大するために必要な機械導入経費を支援

区　　　　　　分 ３年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

当 初 予 算 額 の 推 移 7,185

機械導入支援の終了による減２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

そ の 他

活動指標
ブランド評価確立調査圃
(か所)

(目標) (60) (60)

成果指標
いちほまれ生産量
(t)

(目標) (6,000) (10,000)

実績

H30 本格生産販売開始
（生産・販売量はふくいブランド米推進協議会で決定）

実績

(10,000)

見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

△ 12,883

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

活動指標、成果指標ともに目標を計画どおり達成した。
当初の目的を達成したことから、機械導入支援を終了す
る。

□ 拡充 ■ 縮減

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し

(60)
H30 ブランド評価確立調査圃

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３年度 令和３年度予算額の増減理由

予算額 7,185 7,185



課長名

■ □ R2 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

□ 無 ■ 無

■ 有 □ 有

（実績） （役割分担）

平成9年～12年に国庫事業を活用し、県内10,126地点を県が調査分析

市町との連携状況 他県の状況

　○県内９，０００地点を３年に分けて３，０００地点ずつ調査・分析
　　・県内の土壌状況を把握し、使用する肥料を集約することにより生産者の資材コストを低減
　　・分析結果を生産者にフィードバックし、生産者が適正な土壌改良資材を施用することにより収量・品質を向上

［受益者］ 県内米生産者 ［想定される受益者数］ 18,000人

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名土壌保全調査事業

政　　策  〔 5　農林水産業の力でふくいをブランドアップ

［解決すべき問題・課題］

　土壌分析は水稲の収量・品質向上に向けた施肥改善に効果的であり、県内生産者から非常に強い要望を受けているが、全県調査は平成１２年以来実施していない。

［事業目的］

　米の収量・品質を向上させるため、土壌状況の把握・分析に対し支援し、農家の所得向上を図る。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 2　成長を創る（産業力）
関連する県の計画等 〔 ふくいの農業基本計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 R4

補助率 県1/2 法 定 受 託 事 務

課名 福井米戦略課 松本　伸江

事業主体 福井県経済農業協同組合連合会
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

土壌保全調査事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 農林水産部



課長名

■ □ R2 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

7,040

7,040

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(3,000)

4,000

□ その他

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

△ 3,065

4,000地点を調査・分析した。
令和2年度の実績を基に、単価と調査点数を従来計画から
減らし、予算額を圧縮する。

□ 拡充 ■ 縮減

□ 整理統合 □ 廃止

県内水稲肥料を23種から13種に整理し、資材コストを低減

実績

(△ 831)

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

活動指標
土壌分析実施件数
（件）

(目標) (6,000) (9,000)

成果指標
資材コストの低減
（円/10a）

(目標) (△ 831)

(9,000)
9,000地点を3年に分けて調査・分析

実績

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３年度 令和３年度予算額の増減理由

当 初 予 算 額 の 推 移 3,975

令和２年度の実績を基に、調査点数および調査単価を計画から減少２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

R4

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額 3,975 3,975

県1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

部局名 農林水産部 課名 福井米戦略課 松本　伸江

事業主体 福井県経済農業協同組合連合会
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金

土壌保全調査事業


